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東京都市大学の紹介

• 1929年創立 (旧武蔵工業大学)
• 7学部 (理工学部、建築都市デザイン学部、情報工学部、環境学部、メディア情報
学部、都市生活学部、人間科学部)
• 2研究科 (総合理工学研究科、環境情報学研究科)
• 2キャンパス (世田谷、横浜)
• 学生数 7,667人, 卒業者数 110,801人 (2021年9月7日時点)

• 理念：持続可能な社会発展をもたらすための人材育成と学術研究
• SDGsに取り組む研究室数 801 (延べ)

• 海外留学者数 470人 (2019年)、海外インターンシップ参加者数73人
• 留学生派遣数：10位（朝日新聞出版 大学ランキング2021）

• 有名企業400社就職率：全国1位
2020年卒、卒業生数1,500人以上2,000人未満（大学通信調べ）

• 民間企業からの受託研究件数：11位 (117件) 文部科学省調査

数字で見る
東京都市大学





教育面での見直し：シラバス
• すべての学部で講義科目にSDGsとの関係を表示
• 学生、教員がSDGsとの関係を常に意識、確認

リンク

東京都市大学
シラバス

https://websrv.tcu.ac.jp/tcu_web_v3/slbssbdr.do?value(risyunen)=2021&value(semekikn)=1&value(kougicd)=tbb415105&value(crclumcd)=t21410


研究面での見直し：研究者一覧

TCU Research 
Directory

• 全研究員の最近の研究成果をe-bookで公開
• 研究成果とSDGsとの関係を明示。対外的な発信に加えて教員間の連携に活用



教育・研究面での見直し：
研究室ガイド

リンク

• 全191研究室の横顔を紹介。SDGsとの関係づけも実施
• 学生には研究室配属前の資料として利用。研究室の目標が明示

東京都市大学191
Laboratories 研究室

ガイド2021

https://www.d-pam.com/tcu/206997/index.html#target/page_no=18
https://www.d-pam.com/tcu/206997/index.html#target/page_no=1


初年次教育をスタートに
ＳＤ ＰＢＬ(1)～(3)から卒研へとつなぐ

全学部混合

SD PBL (3)
多様なステークホルダーと協働し
自分の専門分野を俯瞰して捉える

専門外からの視点を学び、
今までの学び（専門科目や実験や演習）

を俯瞰、体系化する。
＋専門外のリサーチメソッド、考え方を学ぶ。

SD PBL (2)
社会的文脈の中で

学科の学びの立ち位置を理解する

学科の特色と専門性や、
大学の学びと社会とのかかわりを理解する。

＋専門のリサーチメソッドを学ぶ。

SD PBL (1)
心に学びの灯をともす

持続可能な社会構築に参画する第一歩

自校教育、SDGsの理解、
入学を意味あるものに、協働の理解

＋汎用的リサーチメソッドを学ぶ。

SD PBL(3)

SD PBL(2)

教養系学修 専門学修

都市研究の東京都市大学型

持続可能な社会の発展を志向する

SD PBL(2)(3) 事例研究・卒業研究

卒業研究

SD PBL(1)

公正・自由・自治の精神で

自立的に探究を続ける
東京都市大学の卒業生

SD PBL(1) による
スタートアップ クラス

↑

１泊２日の

フレッシャーズキャンプ

↑

入学前

ワークショップ

自らの問題意識

自分にとって

①価値があること

②できること

見出す＝＞主体性

３年生

２年生

３～４年生

SD ：Sustainable Development
PBL：Project organized Problem Based 

Learning

事例研究

東京都市大学型 初年次教育

心に学びの灯をともす
プログラム

SDGsの価値観で、ボーダーを超える概念を学び
自分の可能性を拓き社会変革の意欲を芽生えさせる

卒業研究
SD PBLと事例研究、

他の授業の学びを統合する

7

SDGs教育の具体例

SDPBL (Sustainable Development Project organized Problem Based Learning)



授業の目的、目標、評価の方法、授業の進め方などを説明
ワークショップ 写真から想起する「未来に向けて残したいコト、変えたいコト」
「自分が住みたい町の重要なポイント」を書き出す、宿題：都筑区について調査

（以後、毎回の活動をWSに記録）

第２回：都筑区役所の方の説明 社会調査方法の講義

（リサーチメソッド）
事前調査をチームで共有

質問のワークショップ

チーム結成
第1回ヒアリングの準備
チームビルディング

区役所の方の講義

社会調査に関する講義

文献調査
ネット調査

訪問調査共有と議論

「知っていること」「考え」
「調査すべきこと」を

記述しメタ認知することにより
問題を捉え直しながら本質に迫る

認知的な葛藤や混乱を起こし
新しい情報を得ることにより

知識が再構成される

SDGs教育の具体例

SDPBL(2) 第1回：導入
まちづくりで大切にすることのイメージを持ち、チームで共有

第３回：役所訪問・ヒアリング

第４～６回：問題の明確化のためのプレ調査と議論

「問題」をはらむ
状況に出合う

テーマへの導入
「既有知識」や
「思い」の
活性化

現実社会のある状況から
問いを立てる

・自分の問題意識や
価値観を確認して
社会の問題につなげる
・色々な社会問題の
関連性に気付く

学際性・科目統合性

思考や方法の
モデリング

問いかけ



第1０～１２回：
本調査とアクションプラン作成

第13回：最終発表会とゲストからの評価

問題分析（リサーチメソッド）
アクションプランの作成

発表とブラッシュアップ
区役所の方からアドバイス

第９回：中間発表会
リサーチメソッド
知識や理論の
実践の機会

アクション
オープンキャンパスでブース展示

学生の熱意による
＋αアクション

資料提供 授業担当：環境学部環境経営システム学科 大塚善樹、伊坪徳宏、岡田啓
（伊藤．2019）

第7回：進捗報告会

第８回：ロジカルツリー手法による

社会のある状況から
問いを立て
問題を特定

分析、発信を通した
解決策の創出体験

ソーシャル・イノベ
ーションをめざす
（状況を変える）

協働のプロセス体験

ファシリテート

第14回：振り返り、アクションの準備

区役所、JAの方々が参加

提出：学習ログファイル
最終レポート

取り組んだ問題について
ステークホルダーを
交えた議論の機会

多様な
ステークホルダーの
視点に立った解決策

SDGs教育の具体例

SDPBL(3)



日本・アジア青少年サイエンス交流事業

さくらサイエンスプログラム
持続可能な世界創造のための国際的な科学技術交流

主にアジア地域の学生との科学技術交流を積極的に推進。理工
学部・情報工学部・環境学部・都市生活学部を中心に、主にアジ
ア地域の学生を受入れ１～２週間の研修プログラム。
• 2014年5件 (50名)、2015年10件 (97名)
• 2016年8件 (85名)、2017年11件 (112名)
• 2018年14件 (170名)、2019年14件 (149名)
• 2020年13件 (135名) 計75件 (798名)

• 歴史観光都市のランドスケープデザイン提案を通した
• 国際学術交流
• 都市生活学部がマレーシア工科大学10名を受入



SDGs教育・研究の具体例

ﾏﾚｰｼｱ工科大学

東京都市大学

ｴﾃﾞｨｽｺｰﾜﾝ大学

ﾃﾞﾗｻｰﾙ大学

ﾀﾏｻｰﾄ大学



SDGs教育の実践例

AOFUAサマーキャンプ
• 八ヶ岳にて協定校5か国・25名が参加、受講、フィールドワーク、
• グループ討論を通してSDGsを学ぶ

都市大の
国際交流



2021年度文部科学省「国費外国人留学生の優先配置を行う特別プログラム」採択

地球規模の環境・社会問題の解決に貢献する
問題解決型イノベーション人材育成プログラム
Global scale innovator program for sustainable society 

• ASEANから修士2名、博士後期1名毎年受入
• テーマ：地域創生、地域の問題解決を通して
• アジアの将来を担うイノベーション人材を育成

NPO 自治体
住民

学生留学生
教員



SDGsセミナー継続開催

 大学院環境情報学研究科主催
 外部講師招聘、学内教員研究成果発表、大学院

生・留学生が参加
 第１回：佐藤真久 東京都市大学教授
 第２回：吉崎真司 東京都市大学副学長
 第３回：山成敏彰 東急株式会社

ｻｽﾃﾅﾋﾞﾘﾃｨ推進ｸﾞﾙｰﾌﾟ
 第４回 清水優子 世田谷区環境政策部長
 教員間連携、学外連携の機会を創出



エコキャンパス(横浜)





IGESとの連携

目的：東京都市大学と地球環境戦略研究機関におい
て、平等互恵の精神に基づきアジア地域を中心とする
国際的な環境協力に関する研究を推進し、両者間の
学術交流及び友好協力の一層の促進を図ること

■連携協力事項：
（１）共同研究プロジェクトの推進
（２）学術資料・リサーチレポート等の学術情報の共有
（３）学生のインターンシッププログラムの実施
（４）講演会・学術セミナーの共催
（５）非常勤講師の派遣、客員研究員（フェロー）などの
人材交流
（６）その他政策立案、実務に寄与する活動における
協力

アミラアベナヤカ



気候変動に適応した住環境を創出
環境学部
リジャルHB教授

• 建築環境フィールド研修や都市防災の研修
• ネパールの学生を対象に気候変動適応策を教育



多様な環境影響を経済指標で評価

環境学部
伊坪徳宏教授

• 気候変動の経済評価 ：カーボンプライシングが注目
• 水、生物多様性、資源消費など多岐に分かれる環境影響を

経済評価 (経済産業省(1998-2003)、NEDO (2003-
2007)、内閣府(2009-2013)、環境省(2014-2019))

• 日本企業による評価事例約500件 (東芝、トヨタ、電通な
ど)



Young 
Deuk Kim

Ahmed AbdelMonteleb
Mohammed Ali

Selim 
Karkour

Seksan
Papong

Tang 
Longlong

Amila Abeynayaka

影響評価手法の世界標準化



「国連・ESDの10年」アジア太平洋地域戦略会議
（主催：UNESCO、2005年2月）

UN Thematic Consultation on Education in the Post-2015
“The World We Want 2015”18-19 March 2013Dakar, 

Senegal

持続可能なライフスタイルに関する10年枠組に基づく、
変容を促すアプローチに関する国際的議論 （主催：国連平和大学、2018年）

海洋プラスチックごみの削減に向けた
ASEAN+3ユースワークショップ (主催 ASEAN, 2019年)

MDGs/SDGs構築・促進
への寄与

環境学部
佐藤真久教授



横浜市SDGsデザインセンター

アカデミック・フォーラム
への寄与

環境学部
佐藤真久教授

◆目的ー都市大横浜キャンパスによる横浜市SDGsへの
貢献と発信、実践・研究活動の発信
◆対象ー横浜市市民、企業、関東学院大、神奈川大学、
慶應大学、東京都市大学、NPO、小中高教員、自治会、
都市大学横浜キャンパス学生
◆主催ー横浜市SDGsデザインセンター（SDGsアカデミア
学術コーディネーターー佐藤真久）
◆期待される都市大参加者ー環境学部教員、メディア情
報学部教員、横浜キャンパスISO学生委員会

*******************
◆実践形態ーZOOMオンライン、リレートーク、適宜対応
◆過去実績（2020年度〜）
• 第1回：SDGsと人づくり：みなとみらい本町小学校小

正校長／市ヶ尾中学校竹下校長／東高等学校小間
物校長／神奈川大学金子学長（2021年1月21日、
126人参加）

• 第2回：SDGsとまちづくり：元町SS会近澤氏／コトラ
ボ合同会社岡部氏／市民セクターよこはま吉原氏／
川上地区連合町内会高嶋氏（2021年3月9日、121
人参加）

学校 学術・研究機関

自治体
地縁組織

NPO・NGO
企業



東南アジア教育大臣機構（SEAMEO）

CCEプログラムへの貢献
EE、E-STEAM、ESD、GCED、SEI

環境学部
佐藤真久教授





まとめ

• 東京都市大学におけるSDGs活動について紹介。教育理念とトップ
マネジメント教育、研究活動について見直すための活動を実施した。
全教職員、全学生が確認する機会を得た。

• SDGsに関わる教育活動について紹介した。アクティブラーニング、
海外協定との連携へと展開するとともに、国費留学生プログラムの
採択などへと成果が表れている

• SDGsに関わる研究活動について紹介した。国連等国際機関にお
ける社会変革、自治体や企業との連携研究、学内の連携研究など
パートナーシップの促進につながっている。

• ISO14001の活用を通してSDGsを教育・研究マネジメントに活用。
カーボンニュートラルやサーキュラーエコノミーといった新しい環境課
題を経営課題として積極的に取り組む

• 国際交流の促進は途上国の問題解決に加えて、国際機関との連
携や本邦大学の発展の機会となる。


	スライド番号 1
	東京都市大学の紹介
	スライド番号 3
	教育面での見直し：シラバス
	研究面での見直し：研究者一覧
	教育・研究面での見直し：�研究室ガイド
	SDGs教育の具体例�SDPBL (Sustainable Development Project organized Problem Based Learning)
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	日本・アジア青少年サイエンス交流事業�さくらサイエンスプログラム
	スライド番号 11
	SDGs教育の実践例�AOFUAサマーキャンプ
	2021年度文部科学省「国費外国人留学生の優先配置を行う特別プログラム」採択�地球規模の環境・社会問題の解決に貢献する�問題解決型イノベーション人材育成プログラム�Global scale innovator program for sustainable society �
	SDGsセミナー継続開催
	エコキャンパス(横浜)
	スライド番号 16
	IGESとの連携
	気候変動に適応した住環境を創出
	多様な環境影響を経済指標で評価
	スライド番号 20
	MDGs/SDGs構築・促進�への寄与
	横浜市SDGsデザインセンター �アカデミック・フォーラム�への寄与
	東南アジア教育大臣機構（SEAMEO） �CCEプログラムへの貢献�EE、E-STEAM、ESD、GCED、SEI
	スライド番号 24
	まとめ

